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論文審査の結果の要旨




ており、あと 桁で実用化を視野に入れることが可能となりつつある。本論文は、 GaN:Eu赤色 LEDの高輝度化を目的
に、 Eu発光特性への不純物共添加効果について纏めたものであり、以下の知見を得ている。
(1)高輝度化のためのアプローチとして、 Mgを共添加した Eu，Mg共添加 GaN(GaN: Eu， Mg)を有機金属気相エピタキ




かにしている。また、その Eu発光強度は、 GaN・Euで観測される Eu発光とは異なる温度依存性を示すことから、
深い欠陥準位が関与した熱活性型エネノレギー輸送機構が存在することを明らかにしている。





(3) GaN:Eu，Mgにおける Mgアクセプタの活性化による消光を防ぐために、 Mgと同時に討をさらに共添加すること










以上のように、本論文は GaN:Eu赤色 LEDの高輝度化を目的に、 Eu発光特性への不純物共添加効果について、実験
的に明らかにするとともに、キーとなる GaN母体から Euイオンへのエネノレギー輸送機構に関しでも新しい知見を与
えていることから、材料工学分野に寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
